
箏箏箏箏のののの奏法奏法奏法奏法    ( ver080815 )番号名称符号読み譜説明と例
あわせづめ
合爪

かきづめ
掻爪

掻
手

(
か

き
て

)
ま

た
は

、
平

爪
(
ひ

ら
づ

め
)
と

も
言

う
。

隣
接

し
た

日
本

の
絃

を
、

中
指

で
手

前
に

掻
く

よ
う

に

同
時

に
弾

く
。

R1 R2

シャシャン

親
指

と
中

指
で

、
同

時
に

二
本

の
絃

を
弾

く
。

五十五十五十五十

三四三四三四三四

掻
手

と
同

じ
事

を
、

人
差

し
指

、
中

指
の

順
に

二
度

に
分

け

て
弾

く
。

シャシャシャンシャン
三四三四三四三四

ゝゝゝゝ

R3 R4わりづめ
割爪

排
爪

(
す

く
い

爪
)
と

書
く

。
親

指
爪

を
右

に
傾

け
、

下
向

き

に
力

を
加

え
な

が
ら

、
爪

の
横

で
絃

を
こ

す
る

。

手
全

体
を

前
方

に
押

し
次

の
絃

に
爪

皮
と

親
指

の
腹

が
当

た

っ
て

止
ま

る
。

す
く

い
返

す
時

は
、

爪
先

端
部

で
こ

す
り

斜

め
上

に
軽

く
持

ち
上

げ
る

シ
ャ

リ
シ

ャ
リ

音
。

持
ち

添
え

る

す
く

い
爪

は
、

す
く

い
返

す
時

だ
け

に
し

、
人

差
し

指
を

、

補
強

の
為

に
持

ち
添

え
る

。

すくいづめ
すくい爪

スススス

ツル/テレ/チリ

九九九九

スススス

七七七七

八八八八

スススス

スススス

斗斗斗斗

スススス

く

三八三八三八三八

四九四九四九四九

五六五六五六五六

ゝゝゝゝ

六七六七六七六七

ゝゝゝゝ

四五四五四五四五

五六五六五六五六

R5ひきれん
引連

中
指

で
、

一
か

ら
巾

ま
で

順
に

連
続

し
て

弾
く

。

R6はんひきれん
半引連

中
指

で
、

五
か

ら
巾

ま
で

順
に

連
続

し
て

弾
く

。

R7ながしづめ
流爪

親
指
で
、
巾
か
ら
一
絃
へ
向
け
て
、
連
続
し
て
弾
く
。

。

うられん
裏連

爪
の

裏
を

使
っ

て
、

高
音

か
ら

低
音

に
向

か
っ

て
連

続
し

て

弾
く

。
ト

レ
モ

ロ
を

し
た

後
、

人
差

し
指

は
絃

か
ら

離
さ

ず

に
、

中
指

の
爪

が
、

為
か

斗
か

ら
先

行
し

て
一

の
方

向
に

向

か
っ

て
、

中
指

、
人

差
し

指
を

交
互

に
爪

裏
で

軽
く

さ
わ

っ

て
い

き
、

最
後

に
親

指
で

二
一

を
同

時
に

弾
く

。

R8

カーラリン サーラリン

カカカカ

七七七七

六六六六

ササササ

七七七七

六六六六

(注) 生田流、宮城社の奏法を参考に記述。宗派によって多少の違い有り。　　山田流山山山山

山山山山

参
八(

四
九(

五
十(
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~

五
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~
~

四

~
~
~
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~
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~
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2
五

~
~
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3

六

~
~
~

3
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~
~
~

3
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~~~~~~~
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五五五五
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番号名称符号読み譜説明と例
うちづめ
打爪

すりづめ
すり爪

裏
ず

り
と

も
言

う
。

中
指

と
、

人
差

し
指

の
爪

の
右

横
を

、

隣
接

す
る

二
本

の
絃

に
当

て
、

左
右

に
こ

す
る

（
ズ

ー
ズ

ー

と
い

う
音

）
。

R9 R10

ズーズー

中
指

、
人

差
し

指
の

爪
の

根
元

で
瞬

間
的

に
絃

を
打

つ
。

そ

の
反

動
で

す
ぐ

離
す

と
良

い
音

が
出

る
。

中
指

の
爪

の
横

の
へ

り
で

、
右

か
ら

左
へ

輪
を

描
く

よ
う

に
、

す
り

鳴
ら

す
。

比
較

的
低

い
方

の
絃

を
使

用
。

特
に

一

と
二

が
多

い
。

シュッ

シュウ

R11 R12われん
輪連

中
指

、
人

差
し

指
の

爪
の

先
端

で
、

隣
接

す
る

２
本

の
絃

を

竜
角

か
ら

柱
に

向
か

っ
て

素
早

く
摩

る
。

指
を

丸
め

た
後

、

ぱ
っ

と
伸

ば
し

て
音

を
出

す

(
シ

ュ
ッ

と
い

う
音

）
。

ちらしづめ
散爪

シュウ

シュッ

R13ひきづて
引捨て

例
：

中
指

で
、

一
二

を
弾

き
は

じ
め

、
途

中
か

ら
人

差
し

指

に
変

え
て

十
を

弾
く

。

R14かけづめ
掛け爪

例
：

人
差

し
指

で
、

七
を

強
く

弾
き

、
続

け
て

八
を

弱
く

弾

き
、

上
に

軽
く

、
は

ね
上

げ
る

。
次

に
中

指
で

、
六

を
強

く

弾
き

、
続

い
て

七
を

弱
く

弾
き

、
上

に
軽

く
、

は
ね

上
げ

る
。

向
こ

う
指

（
薬

指
、

中
指

、
人

差
し

指
）

を
、

八
に

置
き

、

親
指

で
斗

を
強

く
上

へ
は

ね
あ

げ
て

弾
く

。
強

・
弱

・
強

・

弱
・

強
の

５
つ

の
音

の
大

き
さ

の
バ

ラ
ン

ス
が

重
要

。

R15はんかけづめ
半掛け爪

掛
け

爪
の

５
つ

の
音

の
う

ち
、

第
２

音
（

弱
）
、

ま
た

は
第

４
音

（
弱

）
が

ゼ
ロ

に
な

る
。

例
：

人
差

し
指

で
、

強
く

七
を

弾
い

た
後

、
一

度
絃

か
ら

爪

を
離

し
、

あ
ら

た
め

て
中

指
で

六
を

強
く

弾
く

。

はやがけづめ
早掛け爪

掛
け

爪
、

半
掛

け
爪

を
速

く
弾

く
。

例
：

掛
け

爪
手

順
で

、
中

指
の

六
を

弾
く

と
同

時
に

、
親

指

を
斗

の
上

に
置

く
、

中
指

で
弾

く
七

八
は

ご
く

小
さ

く
し

、

手
首

ご
と

手
前

に
ひ

っ
ぱ

る
感

じ
で

、
竜

角
に

沿
っ

て
ま

っ

す
ぐ

動
か

し
斗

と
同

時
に

弾
く

 
。

R16

ウ(宮城)打(沢井)
カラカラ

一一一一
ウウウウ

ゝゝゝゝ

ゝゝゝゝ

ゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝ
五六五六五六五六

五六五六五六五六

五六

七七七七

八八八八

六六六六

七七七七

斗斗斗斗

２２２２
3333

七七七七

八八八八

２２２２
3333

七七七七

八八八八

六六六六

七七七七

斗斗斗斗

２２２２
3333

八八八八

(注) 生田流、宮城社の奏法を参考に記述。宗派によって多少の違い有り。　　山田流山山山山

山山山山ワ 山山山山
五

チ山山山山

五
六

五
六

→←
山山山山
五

ウ
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番号名称符号読み譜説明と例
おしあわせ
押し合せ爪

ピチカート

爪
を

つ
け

な
い

指
（

薬
指

な
ど

）
で

、
竜

角
と

柱
の

中
間

あ

た
り

で
、

絃
を

は
じ

く
（

肘
の

高
さ

ぐ
ら

い
ま

で
上

げ
る

）
。

R17 R18

リャン

あ
る

絃
を

押
し

、
一

本
手

前
の

絃
と

同
音

に
し

た
上

で
、

親

指
で

二
本

を
ほ

と
ん

ど
同

時
に

弾
く

。
弾

い
た

後
は

は
ね

上

げ
な

い
。

三
音

以
上

の
和

音
を

、
分

散
し

て
（

少
し

ず
ら

せ
て

）
弾

く
 
。

R19 R20アルペジオ

普
通

は
人

差
し

指
で

。
手

首
を

柔
ら

か
く

し
て

、
爪

の
角

を

使
い

、
絃

の
ご

く
近

く
を

往
復

さ
せ

る
。

親
指

や
、

二
本

絃

の
ト

レ
モ

ロ
も

あ
る

。

トレモロ

R21すくい合わせ爪？

二
と

七
を

弾
く

場
合

、
親

指
は

六
に

、
中

指
は

三
に

置
き

、

同
時

に
パ

ッ
と

指
を

広
げ

て
二

と
七

の
絃

を
弾

く
。

L1おしで
押し手

L2

かけ押し
異

な
る

二
本

の
絃

を
連

続
し

て
押

す
時

、
人

差
し

指
、

中
指

と
親

指
で

二
本

の
絃

に
掛

け
渡

し
て

押
す

。

二
本

共
、

半
音

押
し

の
時

は
同

時
に

押
し

、
一

音
と

半
音

押

し
の

時
は

、
親

指
か

ら
人

差
し

指
・

中
指

へ
と

力
を

移
動

す

る
。

オ
ク

タ
ー

ブ
の

時
は

、
同

時
に

二
本

の
絃

を
寄

せ
る

感

じ
で

押
す

。

あとおし
後押し

弾
い

た
後

で
押

し
て

余
韻

を
上

げ
る

。
押

す
タ

イ
ミ

ン
グ

に

は
大

き
く

分
け

て
、

す
ぐ

押
す

、
次

の
音

と
の

中
間

で
押

す
、

ゆ
っ

く
り

押
す

、
が

あ
る

。
ツ

ー
ウ

ン
、

ツ
ウ

ン
、

ツ
ー

ウ
ン

ウ
ン

な
ど

。

L3

４

七七七七

九九九九

斗斗斗斗

４４４４４４４４４４４４
斗斗斗斗

為為為為

斗斗斗斗

32)

)

絃
の

柱
の

左
側

の
　

　
　

　
セ

ン
チ

程
離

れ
た

所
を

押
し

て

お
い

て
弾

く
。

弱
押

し
(
半

音
上

げ
）
、

強
押

し
（

一
音

上
げ

）

二
重

押
し

（
一

音
半

上
げ

）
の

三
種

類
が

あ
る

。

11

～

１４

ヲヲヲヲ ｵｵｵｵ ｵｵｵｵ́

ヲヲヲヲ十斗十斗十斗十斗

オオオオ為巾為巾為巾為巾
ｵｵｵｵ巾巾巾巾

ｵｵｵｵ七七七七

´

ヲヲヲヲ五五五五

ｵｵｵｵ九九九九

ヲヲヲヲ七七七七

]

ヲヲヲヲ十十十十

ヲヲヲヲ八八八八

]

] オ・オハ・オハオ

為為為為

オオオオ

七七七七
オオオオ

六六六六

五五五五

七七七七○○○○オオ オオ
    
　　 　　
ハハ ハハ

スススス

巾巾巾巾

スススス

巾巾巾巾＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞

(注) 生田流、宮城社の奏法を参考に記述。宗派によって多少の違い有り。　　山田流山山山山

山山山山
△▲△

▲

山山山山
五

△
七

▲
巾

△▲
山山山山
十 八

△ △
九 七

▲ △

山山山山 押し止め押し止め放し押しひびき

山山山山
五

▲
五

▲
五

▲ハ山山山山
十

斗

△~
~
~
~

▲ 山山山山 はじき・小爪
2
四

∩

九

小 四は食指の裏爪、九は親指の裏爪ではじく。
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番号名称符号読み譜説明と例
つきいろ
突き色

L4 L5

弾
い
た
直
後
に
瞬
間
的
に
突
く
よ
う
に
、
左
手
で

後
押
し
を
し
て
す
ぐ
離
す
。

余
韻
を
揺
り
動
か
す
装
飾
音
。
開
放
絃
の
場
合
：
弾
い
た
後
、

軽
い
引
き
色
を
ゆ
っ
く
り
繰
り
返
す
。

押
し
手
の
場
合
は
、
弾
い
た
後
に
、
軽
く
押
し
手
の
力
を
抜

き
、
す
ぐ
ま
た
元
の
押
し
手
の
強
さ
に
戻
す
。

L6 L7

押
し
て
弾
い
た
後
に
左
手
を
離
し
て
余
韻
を
下
げ
る
。
ス
ッ

と
手
の
力
を
抜
き
手
は
絃
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

L8

左
手
で
、
絃
を
速
く
揺
ら
し
て
余
韻
を
震
わ
せ
ま
す
。
揺
り

色
や
突
き
色
と
同
じ
よ
う
な
方
法
で
、
速
く
浅
く
揺
ら
す
。

音
高
が
大
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。
。

L9

スタッカート

弾
い
た
後
の
余
韻
を
消
す
。
柱
と
竜
角
の
中
間
点
で
、
左
指

の
第
１
関
節
と
第
２
関
節
の
間
で
パ
ッ
と
絃
に
触
れ
る
。
右

手
で
消
す
場
合
は
掌
の
小
指
側
の
端
で
消
す
。

L10けしづめ
消し爪

左
手
人
差
し
指
の
爪
を
、
柱
の
近
く
の
右
側
で
、
絃
の
下
か

ら
軽
く
当
て
る
（
ジ
ジ
と
い
う
音
）
。

ハーモニクス

柱
と
竜
角
の
中
間
を
、
上
か
ら
左
手
人
差
し
指
で
軽
く
触
っ

た
状
態
で
弾
く
。
元
の
音
よ
り
一
オ
ク
タ
ー
ブ
高
い
音
が
出

る
。
二
本
以
上
を
弾
く
場
合
は
、
絃
の
順
に
親
指
、
中
指
、

薬
指
を
絃
の
中
点
で
一
定
の
形
で
置
い
た
ま
ま
に
す
る
（
手

の
大
き
さ
に
も
よ
る
）
。

L11

ヒ

ひきいろ
引き色

ゆりいろ
揺り色

おしはなし
押し離し

ビブラート
ツ ユリ

弾
い
た
後
に
左
手
で
、
柱
の
左
側
の
　
　
　
　
セ
ン
チ
の
所

の
絃
を
し
っ
か
り
持
ち
、
柱
の
方
向
に
引
き
寄
せ
半
音
余
韻

を
下
げ
、
次
に
力
を
抜
い
て
元
の
音
に
戻
す
。

1

～

3

ハオ
・

"
8

為為為為

ツツツツ

九九九九

ツツツツ

オオオオ九十九十九十九十

ハ
オ

ハ
オ

ハ
オ

ハ
オ

オオオオ九十九十九十九十

ハ
オ
ハ

ハ
オ
ハ

ハ
オ
ハ

ハ
オ
ハ

巾巾巾巾

為為為為

斗斗斗斗

・

・

・

十十十十
"

△△△△

十十十十

十十十十

"

"

十十十十

五五五五
3333

斗斗斗斗

ヒヒヒヒ

オオオオ

五五五五

ヒヒヒヒ○○○○ 為為為為

斗斗斗斗

九九九九

十十十十

8888

-----------------------------

1243

オオオオ為巾為巾為巾為巾○○○○
・

オオオオ為巾為巾為巾為巾

ゝゝゝゝ○○○○
・

ユリユリユリユリ
ユリユリユリユリ

(注) 生田流、宮城社の奏法を参考に記述。宗派によって多少の違い有り。　　山田流山山山山

山山山山
十

ソ

山山山山 そえづめ
添え爪

山山山山 消し

山山山山
五

▲山山山山
五

▲ユ
五

▲ユ山山山山
為

ツ
九

ツ 山山山山
為

ヒ
九

ヒ
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番号操作
説明

M1 M2

柱
よ
り
も
左
側
を
、
爪
、
右
手
薬
指
、
左
手
で
連
続
し
て
弾

く
。
調
弦
さ
れ
て
い
な
い
の
で
バ
ラ
バ
ラ
　
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
い

う
音
。

打
ち
爪
と
同
じ
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
絃
を
打
っ
て
音
を
出

し
、
旋
律
に
し
た
り
、
衝
撃
音
的
に
し
た
り
す
る
。
ま
た
、

手
の
ひ
ら
で
叩
い
た
り
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
も
使
う
。

M3 M4

左
手
、
ま
た
は
右
手
爪
皮
で
胴
体
の
裏
板
部
を
叩
く
（
樽
を

叩
く
よ
う
な
音
）
。

竜
角
右
横
の
狭
い
所
を
、
中
指
爪
で
手
前
に
速
く
引
っ
掻
く

感
じ
。

絃
の
裏
を
弾
く

竜
角
の
外
を
弾
く

絃
を
叩
く

胴
を
叩
く
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